
２０１９年４月                     斉藤信の県政報告                           

 

 

 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

 

２
月
定
例
県
議
会
は
、２
月
13
日
か

ら
３
月
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
田
一
郎
県
議
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

「
い
わ
て
県
民
計
画
案
」(

次
期
総
合
計

画)

の
知
事
に
対
す
る
総
括
質
疑
と
部

局
長
質
疑
に
斉
藤
県
議
が
、
予
算
特
別

委
員
会
の
総
括
質
疑
に
は
千
田
美
津
子

県
議
が
立
ち
ま
し
た
。 

 
 

「
幸
福
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
10

年
間
の
「
い
わ
て
県
民
計
画
」
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
・
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
も
と
で

「
所
得
格
差
の
拡
大
」
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
明
記
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教

育
政
策
の
主
要
な
指
標
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
学
力
テ
ス
ト
競
争
を
一
層
激
化
さ

せ
る
指
標
は
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
部
活

動
に
つ
い
て
は
「
ス
ポ
ー
ツ
医･

科
学
の

観
点
を
踏
ま
え
た
指
導
、
体
罰
や
生
徒

の
人
格
を
傷
つ
け
る
言
動
等
の
根
絶
」

な
ど
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
と
家

庭
を
両
立
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
具
体

的
推
進
方
策
指
標
と
し
て
「
年
休
取
得

率
を
現
状
の
48･
７
％
か
ら
２
０
２
２

年
目
標
と
し
て
75
％
に
引
き
上
げ
る
」

目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

被
災
者
の
命
綱
と
な
っ
て
い
る
医
療

費･

介
護
保
険
利
用
料
等
の
免
除
措
置

が
、
９
年
連
続
で
12
月
ま
で
継
続
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

災
害
公
営
住
宅
で
の
孤
独
死
が
昨
年

18
人
と
前
年
の
３
倍
に
急
増
。
見
守
り

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
は
緊
急
で
重

要
な
課
題
で
す
。
特
別
の
対
策
と
支
援

の
強
化
、
入
居
者
名
簿
の
提
供
、
行
政･

民
間
支
援
者･

自
治
会
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

を
決
め
て
お
り
、
人
頭
税
と
も
い
う
べ

き
均
等
割
の
減
免
を
求
め
ま
し
た
。 

 

８
月
か
ら
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
現
物
給
付
（
窓
口
無
料
化
）
が
小
学

校
卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

３
人･

無
所
属
の
１
人
が
反
対
）。
沖
縄

県
以
外
で
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
抜

本
的
な
拡
充
を
求
め
る
」
請
願･

意
見

書
と
「
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か

か
る
県
条
例
の
制
定
を
求
め
る
」
請
願

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
10
月
か
ら
の
消
費
税
の
10
％
中

止
を
求
め
る
」
請
願
は
、
自
民
党･

公

明
党･

い
わ
て
県
民
ク
ラ
ブ･

創
成
い

わ
て･

改
革
岩
手
の
一
部･

無
所
属
議

員
の
反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
派
共
同
提
案
の
意
見
書
で
は
、

「
統
計
調
査
の
不
適
切
な
取
扱
い
に

か
か
る
問
題
の
真
相
究
明
と
行
政
の
信

頼
回
復
を
求
め
る
」
意
見
書
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
盛
岡
選
挙
区

選
出
議 

 

３
月
25
日
の
最
終
本
会
議
で
「
辺

野
古
埋
め
立
て
工
事
の
中
止
を
求
め

る
」
請
願･

意
見
書
が
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
（
自
民
党･

公
明
党･

県
民
ク
ラ
ブ
の
３
人･

創
成
い
わ
て
の

３ 

予算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議（３月１８日） 

１０月からの消費税１０％中止を求める請願の提出
に同席する斉藤県議（３月１４日） 

●被災者の医療費・介護利用料等の免除措置を

１２月まで継続実施（９年連続） 

●被災者の中長期的な見守り支援事業に６３０

万円 

●被災者の心のケア、子どもの心のケア対策に

７億円 

●仮設店舗の解体費助成期限を２０２０年３月

まで延長 

●盛岡市の南青山災害公営住宅に被災者支援セ

ンターを設置 

●子どもの医療費助成の現物給付（窓口無料化）

を８月から小学生まで拡充 

●児童福祉司を３人、児童心理司を２人増員 

●３５人学級を小中学校の全学年で実施 

●いわての学び希望基金に８億９千万円 

●部活動指導員配置に４６００万円 

年
収
４
０
０
万
円
の
４
人
家
族
世
帯

で
は
、
協
会
け
ん
ぽ
20
万
円
に
対
し
、

盛
岡
市
の
国
保
税
は
40
万
円
と
２
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
所
得
が
低
く
国
保

税
が
高
い
」
と
い
う
国
保
の
構
造
的
問

題
の
解
決
に
と
っ
て
国
の
１
兆
円
規
模

の
公
費
投
入
が
重
要
と
い
う
認
識
で
は

県
当
局
と
一
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
を
含
め
た
世
帯
人
員
に
か
か
る
均

等
割
の
問
題
を
指
摘
。
宮
古
市
は
、
新

年
度
か
ら
18
歳
ま
で
の
均
等
割
免
除

を 

○５月２６日（日）午後２時～ 

○盛岡市･都南文化会館(大ホール) 

【弁士】 

・紙 智子 参議院議員 

・斉藤 信 県議会議員 

・盛岡市議団 
(庄子春治、髙橋和夫、神部伸也、 
鈴木努、三田村亜美子） 

選
出
議
員
の
賛
否
一
覧
は
裏
面
に
掲
載)

。 
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【
2
月
】 

13
日 

２
月
県
議
会
開
会(

～
３
月
25
日
） 

15
日 

第
14
回
野
党
共
闘
調
整
会
議
、
県
商
工

会
連
合
会
・イ
ン
ク
ル
い
わ
て
を
訪
問 

16
日 

県
医
労
中
央
委
員
会 

17
日 

矢
巾
町
日
本
共
産
党
新
春
の
つ
ど
い 

１8
日 

第
15
回
野
党
共
闘
調
整
会
議
―
共
産
・

自
由
・社
民
の
３
党
で
横
澤
高
徳
氏
を

野
党
統
一
候
補
と
決
め
る
こ
と
を
確
認 

19
日 

小
池
書
記
局
長
・岩
渕
友
参
院
議
員
と
と

も
に
復
興
状
況
調
査
―
達
増
知
事
・佐
々

木
復
興
局
長
、
戸
羽
陸
前
高
田
市
長
、
戸

田
大
船
渡
市
長
、
岩
井
陸
前
高
田
商
工
会

副
会
長
等
と
懇
談 

20
日 

本
会
議
・代
表
質
問
、
緑
ヶ
丘
コ
ー
プ
組

合
員
セ
ン
タ
ー
で
つ
ど
い 

21
～
22
日 

本
会
議
・一
般
質
問 

23
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

24
日 

本
会
議
・高
田
一
郎
県
議
が
一
般
質
問 

25
日 

本
会
議
・一
般
質
問
、
議
案
質
疑
に
立
つ 

26
日 

商
工
文
教
委
員
会 

27
日 

議
運
で
教
育
長
人
事
案
件
に
つ
い
て
質

疑
、
本
会
議 

【
3
月
】 

1
日 

次
期
総
合
計
画
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
・

斉
藤
県
議
が
質
問 

2
日 

脱
パ
ワ
ハ
ラ
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を

考
え
る
集
い 

4
日 

次
期
総
合
計
画
特
別
委
員
会
部
局
長
質

疑
・斉
藤
県
議
が
質
問
、
取
り
ま
と
め
、

全
会
一
致
で
採
択 

5
～
6
日 

予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
・千

田
美
津
子
県
議
が
質
問 

6
～
１8
日 

予
算
特
別
委
員
会
部
局
審
査 

10
日 

さ
よ
な
ら
原
発
岩
手
県
集
会 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
県
・久
慈
市
合
同
追

悼
式
、
穀
田
恵
二
国
対
委
員
長
を
迎
え

て
の
国
会
報
告
会
（盛
岡
・久
慈
） 

17
日 

野
党
統
一
候
補
横
澤
高
徳
氏
の
出
馬
会

見
と
３
党
の
確
認
書
・政
策
協
定
の
調
印 

１8
日 

予
算
特
別
委
員
会
・県
土
整
備
部
審
査
、

取
り
ま
と
め
、
全
会
一
致
で
採
択 

19
～
20
日 

商
工
文
教
委
員
会
（観
光
基
本
計

画
、
中
小
企
業
振
興
第
２
期
計
画
、
教
育

振
興
計
画
、
特
別
支
援
教
育
プ
ラ
ン
、
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
を
審
議
） 

21
日 

気
仙
沼
市
震
災
復
興
祈
念
館
・遺
構
気
仙

沼
向
洋
高
校
を
見
学 

22
日 

復
興
特
別
委
員
会 

23
日 

斉
藤
県
議
を
励
ま
す
岩
手
大
学
同
窓
有

志
の
会
、
女
性
の
つ
ど
い 

24
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
８
年
の
つ
ど

い
（大
船
渡
市
） 

25
日 

最
終
本
会
議(

い
わ
て
県
民
計
画
、
新
年

度
県
予
算
を
全
会
一
致
で
採
択)

、
県
政

三
者
懇
談
会 

26
日 

三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
３
回
実

行
委
員
会 

30
日 

三
陸
鉄
道
全
線
開
通
応
援
ツ
ア
ー 

【
4
月
】 

5
日 

い
わ
て
盛
岡
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
発
表
会
・交
流
会 

7
日 

矢
巾
町
日
本
共
産
党
演
説
会
、
城
東
地

区
９
条
の
会 

予算特別委員会・医療局審査で質疑に立つ斉藤
県議（３月１２日） 

 

県
立
病
院
の
２
０

１
８
年
度
ま
で
の
経

営
計
画
で
は
、
年
度
末

ま
で
に
１
０
９
人
の

医
師
増
員
計
画
で
し

た
が
、
実
績
は
奨
学
生

養
成
医
師
40
人
の
配

置
が
あ
り
な
が
ら
、
増

員
ど
こ
ろ
か
３
名
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
新 

し
ま
し
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新

し
い
経
営
計
画
で
は

６
年
間
で
わ
ず
か

66
人
の
増
員
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
大

幅
増
員
に
見
直
す
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

 

労
働
基
準
法
の
改

正
で
年
間
５
日
以
上

の
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
が
、 

 

年
度
か
ら
新
し
い
経
営
計
画
で
は
６

年
間
で
81
人
の
医
師
増
員
計
画
と
な

っ
て
お
り
、
岩
手
医
大
へ
の
派
遣
要
請

を
含
め
特
別
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
看
護
師
の
増
員
計
画
の

実
績
は
、
１
３
０
人
の
増
員
計
画
に
対

し
１
１
８
人
の
増
員
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
一
方
で
９
日
夜
勤
は
第
３
四
半

期
ま
で
に
５
３
７
件
発
生
し
、
１
１
０

人
の
普
通
退
職
者(

中
途
退
職)

を
出

し
ま
し
た
。
し
た
。 

れ
ま
し
た
が
、
取
得
５
日
未
満
の
職
員

は
全
体
で
１
５
６
５
人(

30･

３
％)

、

看
護
師
で
は
７
４
２
人(

23･

２)

％

と
休
み
が
取
れ
な
い
深
刻
な
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議 

 

 

平
成
29
年
度
の
教
職
員
の
超
過

勤
務
の
実
態
は
、人
事
委
員
会
の
調
査

で
、
月
１
０
０
時
間
超
が
６
６
８
人
、

う
ち
産
業
医
の
面
接
指
導
を
受
け
た

人
数
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。新
年

度
か
ら
は
、
80
時
間
以
上
の
超
過
勤

務
者
は
産
業
医
の
面
接
指
導
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。 

 

業
務
を
増
や
し
競
争
を
激
化
さ
せ

て
い
る
全
国
学
力
テ
ス
ト
と
県
の
学

習
状
況
調
査
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

高
橋
教
育
長
は
、県
の
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て「
他
県
の
状
況
も
参
考
に
し

つ
つ
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
観
点

も
踏
ま
え
、今
後
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
全
国

で
は
17
道
府
県
が
実
施
し
て
お
ら

ず
、
う
ち
６
県
が
30
年
度
か
ら
休
廃

止
し
て
い
ま
す
。 

 

新
年
度
か
ら
35
人
学
級
が
小
中

学
校
の
全
学
年
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

案 件 斉藤 信 
(日本共産党) 

高橋 但馬 
(改革岩手) 

軽石 義則 
(改革岩手) 

阿部 盛重 
(改革岩手) 

小西 和子 
(社民党) 

福井 誠司 
(自民党) 

小野寺 好 
(公明党) 

千葉 絢子 
(県民クラブ) 

吉田 敬子 
(無所属) 

樋下 正信 
(無所属) 

沖縄県民投票の結果を踏まえ、辺野古埋

め立て工事の中止を求める請願･意見書 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × 

２０１９年１０月からの消費税１０％

増税の中止を求める請願 
○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 

主要農作物の種子生産にかかる県条例

の制定を求める請願･意見書 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医師養成定員を減らす政府方針の見直

しを求める請願･意見書 
○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ × 

 

県
立
病
院
の
消
費
税
負
担
額
は
累

計
で
総
額
６
０
５
億
円
、実
質
消
費
税

負
担
額
は
２
６
５
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
う
ち
一
般
会
計
か
ら
の
補

て
ん
額
が
79
億
円
で
、
県
医
療
局
の

負
担
額
累
計
は
１
８
６
億
円
余
と
な

っ
て
い
ま
す
。
10
％
増
税
と
な
っ
た

場
合
、さ
ら
に
１
億
９
千
万
円
の
負
担

増
と
な
り
ま
す
。 

 ４月７日、参院岩手選挙区勝利へ、野党の共闘
を呼びかける「いわて市民ネット」は、盛岡市で
野党統一予定候補の横沢たかのりさん(元パラリ
ンピック選手)を迎えたつどいを開きました。 

平成 29 年度における児童相談所への虐待相

談は 1088 件と過去最高に。児童福祉司が増員

されているものの、1人当たりの相談件数が 70

ケースとなっており大幅増員を求めました。 

県が実施した子どもの生活実態調査(速報

値)が公表され、「経済的な理由で医療機関の受

診をすることができなかった」が全体で 4.4％

(1954)、就学援助世帯では 6.5％(1025)、「税

金の支払いが滞った」が全体で 4.6％(2029)、

就学援助世帯では 7.4％(1165)、「新しい衣服

や靴を買うことができなかった」は全体で

9.6％(4247)、就学援助世帯で 12.1％（1915）

と深刻な実態が明らかになりました。 

・５月 ８日（水）午後６時 

・６月１２日（水）午後６時 
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